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は
じ
め
に

大
日
房
能
忍
及
び
そ
の
禅
宗
に
つ
い
て
は
、
既
に
筆
者
が
拙
稿
に
お
い
て
少
し
く
述
べ
て
き
た（１
）。 

特
に
、「
日
蓮
関
係
文
書
に
表
れ
る

大
日
房
能
忍
と
そ
の
禅
に
つ
い
て
」
で
は
、
大
日
房
能
忍
が
「
禅
宗
」
を
弘
め
た
こ
と
、
能
忍
の
禅
は
「
教
外
別
伝
」
で
あ
り
、
当
時
大

変
流
行
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
論
じ
た
。

本
論
考
で
は
、
上
記
の
拙
稿
で
扱
わ
な
か
っ
た
『
日
蓮
遺
文
』
の
中
で
、
能
忍
ま
た
は
能
忍
の
禅
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
思
わ
れ
る

部
分
を
取
り
上
げ
、
更
に
、
そ
の
実
像
に
迫
っ
て
み
た
い
。
尚
、
日
蓮
関
係
の
研
究
者
に
依
れ
ば
、『
日
蓮
遺
文
』
は
日
蓮
に
よ
る
真
筆

と
偽
筆
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
確
定
す
る
研
究
が
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
今
回
、
筆
者
は
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
掲
載

さ
れ
る
全
て
を
日
蓮
に
よ
る
遺
文
と
し
て
扱
っ
た
。（『
日
蓮
遺
文
』、『
見
性
成
仏
論
』
な
ど
の
資
料
は
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
漢
字
と
ひ

ら
が
な
交
じ
り
の
訓
読
文
に
変
え
た
。
判
読
不
能
の
こ
と
ば
は
□
で
書
き
、
推
測
さ
れ
る
こ
と
ば
は
筆
者
が
（　

）
で
補
っ
た
。
又
、
必

要
に
応
じ
引
用
文
に
「　

」
や
『　

』
な
ど
を
付
し
た
。『
見
性
成
仏
論
』
は
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
仏
典
第
一
巻
禅
籍
篇
』
を
参
考
に

し
た
。）

　
　
（
１
）「
大
日
」
と
記
さ
れ
た
禅
宗
批
判

上
記
拙
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
が
、『
日
蓮
遺
文
』
に
お
い
て
、「
大
日
」
と
明
記
し
て
記
述
し
て
い
る
も
の
は
以
下
の
五
点
で
あ
る
。
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・『
教
機
時
國
鈔
』

「
建
仁
よ
り
已
來
今
ま
で
五
十
餘
年
の
間
、
大
日
佛
陀
、
禪
宗
を
弘
め
、
法
然
・
隆
寛
、
淨
土
宗
を
興
し
、
實
大
乘
を
破
し
て
權
宗

に
付
き
、
一
切
經
を
捨
て
て
教
外
を
立
つ
。
譬
ば
珠
を
捨
て
て
、
石
を
取
り
、
地
を
離
れ
て
空
に
登
る
が
如
し（２
）。」 

・『
安
國
論
御
勘
由
來
』

「
然
る
に
後
鳥
羽
の
院
の
御
宇
、
建
仁
年
中
に
法
然
・
大
日
と
て
二
人
の
増
上
慢
の
者
有
り
。
惡
鬼
其
の
身
に
入
て
國
中
の
上
下
を

狂
惑
し
、
代
を
舉
て
念
佛
者
と
成
り
、
人
毎
に
禪
宗
に
趣
く（３
）。」 

・『
法
門
可
被
申
様
之
事
』

「
叡
山
の
正
法
の
失
る
ゆ
え
に
、
大
天
魔
日
本
國
に
出
來
し
て
、
法
然
大
日
等
が
身
に
入
、
此
等
が
身
を
橋
と
し
て
王
臣
等
の
御
身

に
う
つ
り
住
み
、
か
へ
り
て
叡
山
三
千
人
に
入
る
ゆ
え
に
、
師
檀
中
不
和
に
し
て
御
祈
禱
し
る
し
な
し
。
御
祈
請
し
る
し
な
け

れ
ば
三
千
の
大
衆
等
檀
那
に
す
て
は
て
ら
れ
ぬ
。
又
王
臣
等
問
ふ
。
天
台
眞
言
の
學
者
に
問
て
云
く
、
念
佛
・
禪
宗
等
の
極
理

は
天
台
・
眞
言
と
は
一
か
と
と
わ
せ
給
へ
ば
、
名
は
天
台
・
眞
言
に
か
り
て
其
心
も
辧
ぬ
高
僧
の
天
魔
に
ぬ
か
れ
て
答
て
云
く
、

禪
宗
の
極
理
は
天
台
眞
言
の
極
理
な
り
、
彌
陀
念
佛
は
法
華
の
肝
心
な
り
、
な
ん
ど
答
へ
申
す
な
り
。
而
る
を
念
佛
者
禪
宗
等

の
や
つ
ば
ら
に
は
天
魔
乘
り
う
つ
り
て
、
當
世
の
天
台
眞
言
の
僧
よ
り
も
智
慧
か
し
こ
き
ゆ
え
に
、
全
く
し
か
ら
ず
禪
は
は
る

か
に
天
台
眞
言
に
超
え
た
る
極
理
な
り
。
或
は
云
く
、
諸
教
は
理
深
、
我
等
衆
生
は
解
微
な
り
。
機
教
相
違
せ
り
得
道
あ
る
べ

か
ら
ず
。
な
ん
ど
申
す
ゆ
へ
に
、
天
台
眞
言
等
の
學
者
、
王
臣
等
の
檀
那
皆
奪
ひ
と
ら
れ
て
御
歸
依
な
け
れ
ば
、
現
身
に
餓
鬼

道
に
堕
ち
て
友
の
肉
を
は
み
、
佛
神
に
い
か
り
を
な
し
、
檀
那
を
す
そ
（
呪
咀
）
し
、
年
々
に
災
を
起
し
、
或
は
我
生
身
の
本

尊
た
る
大
講
堂
の
教
主
釋
尊
を
や
き
は
ら
い
、
或
は
生
身
の
彌
勒
菩
薩
を
ほ
ろ
ぼ
す（４
）。」 

・『
開
目
鈔
』

「
建
仁
年
中
に
法
然
・
大
日
の
二
人
出
來
し
て
念
佛
宗
・
禪
宗
を
興
行
す
。
法
然
云
く
、
法
華
經
は
末
法
に
入
て
は
未
有
一
人
得
者
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千
中
無
一
等
云
云
。
大
日
云
く
、
教
外
別
傳
等
云
云
。
此
兩
義
國
土
に
充
滿
せ
り
。
天
台
眞
言
の
學
者
等
、
念
佛
・
禪
の
檀
那

を
へ
つ
ら
い
、
を
づ
る
事
、
犬
の
主
に
を
を
ふ
り
、
ね
づ
み
の
貓
を
を
そ
る
る
が
ご
と
し
。
國
王
將
軍
に
み
や
つ
か
ひ
、
破
佛

法
の
因
縁
・
破
國
の
因
縁
を
能
く
説
き
能
く
か
た
る
な
り（５
）。」 

・『
佐
渡
御
書
』

「
法
然
が
一
類
・
大
日
が
一
類
念
佛
宗
禪
宗
と
號
し
て
、
法
華
經
に
捨
閉
閣
抛
の
四
字
を
副
へ
て
制
止
を
加
て
權
經
の
彌
陀
稱
名
計

を
取
立
て
、
教
外
別
傳
と
號
し
て
法
華
經
を
月
を
さ
す
指
、
只
文
字
を
か
ぞ
ふ
る
な
ん
ど
笑
ふ
者
は
、
六
師
が
末
流
の
佛
教
の

中
に
出
來
せ
る
な
る
べ
し（６
）。」 

以
上
の
記
述
か
ら
、
①
能
忍
は
「
禅
宗
」
を
弘
め
る
、
②
能
忍
の
教
団
は
自
ら
を
「
禅
宗
」
と
呼
ん
で
い
た
、
③
能
忍
は
高
僧
・
学
僧

で
あ
っ
た
、
④
能
忍
の
禅
は
「
教
外
別
伝
」、
⑤
能
忍
の
禅
は
大
流
行
し
た
、
こ
と
を
上
述
の
拙
論
で
述
べ
た
。
ま
た
、
能
忍
が
「
法
華

経
は
月
を
さ
す
指
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
も
日
蓮
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
（
２
）
記
名
無
し
の
禅
宗
批
判

①
『
念
仏
者
追
放
宣
状
事
（
山
門
申
状
）』
に
記
述
さ
れ
た
大
日
房
能
忍

日
蓮
は
、
人
物
名
を
記
さ
ず
に
禅
宗
を
批
判
し
て
い
る
場
合
も
多
々
あ
る
が
、「
禅
宗
云
く
」、「
禅
家
云
く
」
と
記
さ
れ
る
と
き
も
、

大
日
（
房
能
忍
）
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。
特
に
以
下
『
念
仏
者
追
放
宣
状
事
（
山
門
申
状（７
））』 

は
明

ら
か
に
能
忍
を
示
唆
す
る
遺
文
で
あ
る
。

「
近
來
二
つ
の
妖
怪
有
り
。
人
の
耳
目
を
驚
す
。
所
謂
達
磨
の
邪
法
と
念
佛
の
哀
音
な
り
。
顯
密
の
法
門
に
屬
せ
ず
。
王
臣
の
祈
請

を
致
さ
ず
。
誠
に
端
拱
に
し
て
、
世
を
蔑
り
暗
證
に
し
て
人
を
輕
ん
ず
。
小
生
淺
識
を
崇
め
て
見
性
成
佛
の
仁ひと
と
爲
し
、
耆
年
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宿
老
を
笑
ふ
て
、
螻
蟻
蟁
蝱
の
類
に
擬
す
。
論
談
を
致
さ
ざ
れ
ば
、
才
の
長
短
を
表
さ
ず
。
決
澤
に
交
ら
ざ
れ
ば
、
智
の
賢
愚

を
測
ら
ず
。
唯
、
牆
壁
に
向
ふ
て
獨
り
道
を
得
た
り
と
謂
ひ
、
三
衣
纔
に
紆
ひ
七
慢
專
ら
盛
な
り（８
）。」 

上
記
「
近
來
二
つ
の
妖
怪
有
り
。
人
の
耳
目
を
怪
す
。
い
わ
ゆ
る
、
達
磨
の
邪
法
と
念
佛
の
哀
音
な
り
。」
と
あ
る
が
、
こ
の
二
人
の

妖
怪
と
は
、
大
日
（
房
能
忍
）
と
法
然
で
あ
る
こ
と
は
、
他
の
『
日
蓮
遺
文
』
に
於
い
て
法
然
と
大
日
を
並
べ
て
批
判
す
る
記
述
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。

・
学
問
知
識
を
否
定
、
聖
と
凡
を
分
け
ず

上
記
『
念
仏
者
追
放
宣
状
事
（
山
門
申
状
）』
の
記
述
で
能
忍
の
特
徴
・
行
実
を
語
る
三
点
が
見
い
だ
せ
る
。

そ
れ
は
、
第
一
に
「
小
生
淺
識
を
崇
め
て
見
性
成
佛
の
仁ひと
と
為
し
、
耆
年
宿
老
を
笑
ふ
て
、
螻
蟻
蟁
蝱
の
類
に
擬
す
。」
と
、
深
い
学

識
を
持
た
な
い
人
も
見
性
し
て
成
仏
で
き
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
天
台
宗
に
お
け
る
出
家
僧
の
よ
う
に
、
経
論
を
学
び
、
厳
し
い
修
行

を
経
た
人
物
だ
け
が
仏
果
を
得
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
知
識
豊
富
な
年
長
者
を
崇
め
な
い
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
解
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
以
下
、『
新
池
御
書
』
に
も
「
大
日
」
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
禅
宗
」
と
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
や

は
り
能
忍
の
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
今
時
の
禪
宗
は
大
段
仁
・
義
・
禮
・
智
・
信
の
五
常
に
背
け
り
。
有
智
の
高
德
を
お
そ
れ
、
老
い
た
る
を
敬
ひ
、
幼
き
を
愛
す
る

は
内
外
典
の
法
な
り
。
然
る
を
彼
僧
家
の
者
を
見
れ
ば
、
昨
日
今
日
ま
で
田
夫
野
人
に
し
て
黑
白
を
知
ら
ざ
る
者
も
、
か
ち
ん

の
直
綴
を
だ
に
も
著
つ
れ
ば
、
う
ち
慢
じ
て
天
台
眞
言
の
有
智
高
德
の
人
を
あ
な
づ
り
、
禮
も
せ
ず
其
上
に
居
ら
ん
と
思
ふ
な

り
。
是
傍
若
無
人
に
し
て
畜
生
に
劣
れ
り（９
）。」 

日
蓮
は
「
今
時
の
禪
宗
は
大
段
仁
・
義
・
禮
・
智
・
信
の
五
常
に
背
け
り
」
と
述
べ
、「
禅
宗
」
つ
ま
り
能
忍
が
儒
教
の
礼
節
を
欠
い

て
い
た
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
能
忍
が
仏
教
学
問
を
重
ね
、
知
識
を
豊
富
に
持
つ
僧
侶
を
尊
敬
し
な
い
点
を
、
日
蓮
が
強

く
非
難
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
新
池
御
書
』
に
は
「
昨
日
今
日
ま
で
田
夫
野
人
に
し
て
黑
白
を
知
ら
ざ
る
者
も
、
か
ち
ん（（1
（



― 192 ―

の
直
綴
を
だ
に
も
著
つ
れ
ば
」
と
あ
り
、
一
般
の
人
々
に
教
え
を
説
き
、
僧
侶
に
さ
せ
て
い
た
こ
と
も
伺
え
る
。
恐
ら
く
、
一
般
の
人
々

を
仏
門
に
入
門
さ
せ
る
の
に
際
し
、伝
統
的
な
受
戒
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
虎
関
師
練
撰『
元
亨
釈
書
』「
栄
西
伝
」

の
中
で
、
師
練
が
能
忍
を
批
判
し
て
「
已
に
師
承
乏
し
く
亦
戒
検
無
し
」
と
述
べ
て
い
た
根
拠
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
上
記
「
昨
日

今
日
ま
で
田
夫
野
人
」
に
「
尼
僧
」
を
含
む
か
否
か
は
解
ら
な
い
が
、
能
忍
が
「
尼
無
求
（
（1
（

」 

か
ら
援
助
を
受
け
、『
伝
心
法
要
』
の
後
半

部
分
を
出
版
し
て
い
た
こ
と
は
「
真
福
寺
新
出
初
期
禅
宗
聖
教
断
簡
（
（1
（

」 

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。「
尼
無
求
」
が
能
忍
の
教
え

の
下
に
尼
僧
と
な
っ
た
か
否
か
は
判
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
能
忍
が
女
性
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
、

「
五
七
左
」
の
「
仮
名
法
語
」
に
は
、

「
爾
栗
原
女
房
、
夫
（
れ
）
仏
道
修
行
は
先
つ
浅
き
所
よ
り
修
行
し
て
、
深
き
所
を
も
悟
る
べ
き
な
り
。
浅
所
と
申
は
、
世
中
に
心

に
て
知
る
外
の
者
は
皆
あ
だ
な
る
物
に
て
、
夢
ま
ぼ
ろ
し
の
如
し
と
知
る
べ
し
（
（1
（

。」 

と
あ
り
、
や
は
り
一
般
女
性
に
対
し
禅
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
「
仮
名
法
語
」
が
能
忍
に
関
わ
る
も
の
か
否
か
は
解
ら
な

い
が
、
「
尼
無
求
」
に
よ
る
能
忍
へ
の
浄
財
の
後
に
書
か
れ
た
法
語
が
、
能
忍
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。
さ
ら
に
、
能
忍
が
一
般
の
人
々
か
ら
多
く
の
支
持
を
得
て
、
天
台
宗
を
凌
駕
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
の
『
開
目
鈔
』
や
『
法
門
可

被
申
様
之
事
』
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
（
（1
（

。
ま
た
、
「
昨
日
今
日
ま
で
田
夫
野
人
」
と
述
べ
、
長
い
期
間
の
厳
し
い
修
行
を
経

ず
と
も
さ
と
り
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

さ
て
、
右
記
の
よ
う
な
「
禅
宗
」
つ
ま
り
能
忍
の
態
度
は
、
能
忍
に
関
わ
る
法
語
と
み
ら
れ
る
『
見
性
成
仏
論
（
（1
（

』
に
も
み
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
大
珠
慧
海
の
こ
と
ば
を
引
用
し
て
、「
頓
に
上
乗
を
悟
れ
ば
、
凡
を
超
す
、
聖
を
超
ふ
（
（1
（

」
と
あ
る
。
聖
と
凡
を
分
け
て
考
え
な
い

点
で
、『
念
仏
者
追
放
宣
状
事
（
山
門
申
状
）』
の
能
忍
の
記
述
と
合
致
す
る
。
さ
ら
に
、
学
問
仏
教
に
対
す
る
批
判
（
（1
（

や
天
台
宗
で
行
わ
れ

る
厳
し
い
修
行
に
否
定
的
（
（1
（

な
点
も
『
日
蓮
遺
文
』
の
記
述
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
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・
議
論
・
論
破
を
避
け
る

第
二
に
、「
論
談
を
致
さ
ざ
れ
ば
、
才
の
長
短
を
表
さ
ず
。
決
澤
に
交
ら
ざ
れ
ば
、
智
の
賢
愚
を
測
ら
ず
。」
と
あ
り
、
能
忍
が
他
人
と

議
論
を
し
た
り
、相
手
の
意
見
を
論
破
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
態
度
は
、『
聖
光
上
人
伝
』

に
、
浄
土
宗
の
聖
光
上
人
（
＝
弁
長
）
が
大
日
（
房
能
忍
）
と
会
っ
た
時
の
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

「
上
人
彼
の
禪
室
に
到
り
て
、
難
じ
て
法
門
を
問
ず
。（
中
略
）
禪
師
口
を
閉
じ
て
下
を
結
ぶ
。
答
え
ず
し
て
讃
え
て
曰
く
、
汝
是

れ
文
殊
師
利
菩
薩
。
我
に
訓
じ
る
為
に
來
た
か
云
云
（
（1
（

。」 

ま
た
、
虎
関
師
練
撰
『
元
亨
釈
書
』「
栄
西
伝
」
で
も
能
忍
の
態
度
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
西
、
又
、
忍
と
宗
義
を
抗
弁
す
る
こ
と
往
反
数
番
す
。
忍
、
口
を
杜
て
退
く
（
（2
（

。」 

以
上
『
聖
光
上
人
伝
』、『
元
亨
釈
書
』
の
能
忍
の
記
述
か
ら
、や
は
り
『
念
仏
者
追
放
宣
状
事
（
山
門
申
状
）』
の
「
妖
怪
」
の
一
人
（
ひ

と
つ
）
は
能
忍
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
当
時
、
僧
侶
た
ち
は
持
論
を
主
張
す
る
た
め
に
、
他
人
と
議
論
を
し
、
相
手
を

論
破
す
る
こ
と
が
己
の
正
当
性
を
示
す
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
禅
宗
に
お
い
て
は
概
念
的
に
も
の
ご
と
を
括
り
、
こ

と
ば
に
捉
わ
れ
て
人
と
議
論
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
、「
向
下
（
（2
（

」
で
あ
る
。
能
忍
は
、
実
際
入
宋
し
、
中
国
の
禅
寺
で
修
行
し
て
き
た
わ

け
で
は
な
い
が
、書
物
を
通
じ
て
禅
宗
の
方
法
論
を
身
に
着
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
（2
（

。
但
し
、能
忍
は
持
論
を
語
る
場
合
は
、

臆
す
る
こ
と
な
く
は
っ
き
り
と
話
す
様
子
は
、『
日
蓮
遺
文
』「
法
門
可
被
申
様
之
事
」
に
能
忍
の
こ
と
ば
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
全
く
し
か
ら
ず
禪
は
は
る
か
に
天
台
眞
言
に
超
え
た
る
極
理
な
り
（
（2
（

。」 

ま
た
、
頼
瑜
撰
『
顕
密
問
答
鈔
』
に
は
「
禅
門
の
人
」
の
こ
と
ば
が
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
「
禅
門
の
人
」
は
能
忍
を
指
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
が
（
（2
（

、
そ
の
人
が
「
顯
密
の
二
藏
は
鼠
婁
栗
の
如
し
。
祕
藏
亦
因
の
中
に
從
っ
て
、
心
宗
に
入
る
が
故
に
（
（2
（

。」
と
言
う
。「
鼠

婁
栗
」
の
明
確
な
意
味
が
不
明
で
あ
る
が
、「
顯
密
の
二
藏
」
は
「
結
局
、
心
宗
（
＝
禅
宗
）
に
入
る
よ
う
な
も
の
」
と
批
判
し
て
い
る

態
度
が
見
て
取
れ
る
。
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・
坐
禅
を
専
ら
し
て
い
た

第
三
は
、「
唯
、
牆
壁
に
向
ふ
て
獨
り
道
を
得
た
り
と
謂
ひ
、
三
衣
纔
に
紆
ひ
七
慢
專
ら
盛
な
り
。」
の
一
文
で
あ
る
。
能
忍
が
坐
禅
を

専
ら
し
て
い
た
こ
と
が
こ
の
一
文
で
明
ら
か
に
な
る
。
日
蓮
が
妖
怪
と
称
す
る
能
忍
が「
壁
に
向
か
っ
て
坐
禅
を
し
て
い
た
」記
述
か
ら
、

『
法
華
初
心
成
佛
鈔
』
に
お
け
る
以
下
の
一
文
も
能
忍
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
禪
宗
に
は
餘
の
一
切
經
を
ば
教
内
と
簡
き
ら
ひて
、
教
外
別
傳
不
立
文
字
と
立
て
、
壁
に
向
ひ
て
悟
れ
ば
禪
宗
獨
り
勝
れ
た
り
と
云
ふ
（
（2
（

。」 

同
様
に
『
萬
法
一
如
鈔
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
坐
禅
に
つ
い
て
述
べ
る
。

「
或
は
禪
宗
の
者
は
此
不
變
眞
如
の
處
に
も
と
づ
か
ん
と
面
壁
工
夫
す
る
な
り
。
此
の
一
理
を
本
來
の
面
目
と
も
云
ひ
、
心
性
の
月

と
も
云
ひ
、未
生
已
前
の
本
法
と
も
云
ふ
な
り
。
さ
れ
ば
、有
に
も
非
ず
無
に
も
非
ず
。
青
・
黄
・
赤
・
白
・
黑
の
色
に
も
非
ず
。
長
・

短
・
方
・
圓
の
形
に
も
非
ず
。
言
語
を
以
て
も
宣
説
す
べ
か
ら
ず
。
心
行
を
以
て
も
思
度
す
べ
か
ら
ず
。
只
教
外
別
傳
不
立
文
字
、

直
指
人
心
見
性
成
佛
と
云
て
、
我
と
心
性
を
見
あ
き
ら
め
ん
と
云
な
り
。
修
多
羅
の
教
は
月
さ
す
指
の
如
し
と
云
て
諸
教
の
文

字
を
立
て
ず
。
諸
經
論
の
文
字
は
皆
迷
の
文
字
な
り
。
今
此
迷
の
文
字
を
集
て
法
華
等
の
修
多
羅
の
教
と
云
ふ
（
（2
（

。」 

『
法
華
初
心
成
佛
鈔
』
の
「
壁
に
向
ひ
て
悟
れ
ば
禪
宗
獨
り
勝
れ
た
り
と
云
ふ
」
、
及
び
『
萬
法
一
如
鈔
』
の
「
禪
宗
の
者
は
此
不
變
眞
如

の
処
に
も
と
づ
か
ん
と
面
壁
工
夫
す
る
な
り
」
は
、
い
ず
れ
も
壁
に
向
か
っ
て
坐
禅
（
（2
（

を
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も

大
日(

房
能
忍)

の
記
名
は
な
い
が
、
「
一
切
経
を
ば
教
内
と
簡
き
ら
ひて
」
、
「
教
外
別
伝
」
、
「
修
多
羅
の
教
は
月
さ
す
指
」
な
ど
日
蓮
が
能
忍

を
批
判
す
る
と
き
に
用
い
る
語
句
が
書
か
れ
て
お
り
、
両
者
の
「
禅
宗
」
と
は
明
ら
か
に
能
忍
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
拙
論
で
『
見
性
成
仏
論
』
で
は
（
能
忍
と
推
測
さ
れ
る
）
作
者
（
ま
た
は
問
者
）
が
坐
禅
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、

坐
禅
も
せ
ず
に
悟
り
を
得
た
人
物
が
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
し
た
（
（2
（

。
さ
ら
に
、『
興
禅
護
国
論
』
の
「
達
磨
宗
」
の
記
述
（
（3
（

は
、「
達
磨
宗
」

が
「
只
だ
応
に
偃
臥
を
用
う
べ
し
」
と
、坐
禅
の
不
用
性
を
述
べ
て
い
る
点
は
、能
忍
の
坐
禅
好
き
と
は
異
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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②
「
法
華
経
は
月
を
さ
す
指
」　

さ
て
、
日
蓮
が
大
日
（
房
能
忍
）
を
批
判
す
る
と
き
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
主
に
「
教
外
別
伝
」
で
あ
る
が
、「
法
華
経
は
月
を
さ
す
指
」

と
述
べ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。

『
法
華
初
心
成
佛
鈔
』
に
は
、

「
禪
宗
に
は
余
の
一
切
經
を
ば
教
内
と
簡
き
ら
ひて
、
教
外
別
傳
不
立
文
字
と
立
て
（
（3
（

」 

と
あ
る
。
ま
た
『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
に
は
、

「
禪
宗
と
申
す
宗
は
眞
實
の
正
法
は
教
外
別
傳
な
り
。
法
華
經
等
の
經
々
は
教
内
な
り
。
譬
へ
ば
月
さ
す
指
、
渡
り
の
後
の
船
、
彼

岸
に
到
り
て
な
に
か
せ
ん
。
月
を
見
て
は
指
は
用
事
な
ら
ず
等
云
云
（
（3
（

。」 

『
諫
暁
八
幡
抄
』
に
は
、

「
一
切
の
禪
宗
云
く
、
我
宗
は
教
外
別
傳
と
申
し
て
、
一
切
經
の
外
に
傳
へ
た
る
最
上
の
法
門
な
り
。
一
切
經
は
指
の
ご
と
し
。
禪

は
月
の
ご
と
し
。
天
台
等
の
愚
人
は
指
を
ま
ほ
て
月
を
し
ら
ず
。
法
華
經
は
指
な
り
。
禪
は
月
な
り
。
月
を
見
て
後
は
指
は
何

の
せ
ん
か
あ
る
べ
き
な
ん
ど
申
す
（
（3
（

。」 

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
禅
宗
は
教
外
別
伝
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
ほ
か
、
法
華
経
を
指
に
譬
え
て
い
る
点
も
共
通
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

『
見
性
成
仏
論
』
に
「
ユ
ヒ
ヲ
マ
ホ
リ
テ
月
ワ
ス
レ
（
（3
（

」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
「
ユ
ヒ
ヲ
マ
ホ
リ
テ
」
は
、
『
諫
暁
八
幡
抄
』
の
「
天
台
等

の
愚
人
は
指
を
ま
ほ
て
月
を
知
ら
ず
」
の
「
指
を
ま
ほ
て
」
と
同
句
を
使
い
、
『
見
性
成
仏
論
』
の
作
者
も
『
諫
暁
八
幡
抄
』
の
「
禅
宗
」
の
人

も
、
天
台
宗
が
法
華
経
を
大
事
に
す
る
こ
と
を
「
指
を
守
る
」
と
表
現
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
日
蓮
の
批
判
す
る
禅
宗
の
人
と
『
見
性

成
仏
論
』
の
作
者
と
の
関
係
を
深
く
感
じ
る
一
文
で
あ
る
。
し
か
も
こ
こ
で
は
「
一
切
の
禪
宗
云
く
」
と
あ
り
、
能
忍
以
外
の
禅
宗
の
人
々
も
、

天
台
宗
が
法
華
経
に
論
拠
を
見
出
し
、
常
に
法
華
経
に
固
執
す
る
こ
と
を
「
指
を
ま
も
る
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
見
性
成
仏
論
』
が

当
時
広
く
流
布
し
、
「
天
台
は
指
（
＝
法
華
経
）
を
ま
も
り
て
」
と
い
う
こ
と
ば
が
浸
透
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
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③
法
然
と
併
記
す
る
場
合

次
に
法
然
と
並
べ
て
「
禅
宗
」
や
「
禅
家
」
と
記
述
す
る
場
合
を
見
て
み
よ
う
。

『
眞
言
諸
宗
違
目
』
に
、

「
法
然
が
捨
閉
閣
抛
、
禪
家
等
が
教
外
別
傳
（
（3
（

」 

『
呵
責
謗
法
滅
罪
鈔
』
に
、

「
日
本
國
の
一
切
衆
生
は
法
然
が
捨
閉
閣
抛
と
禪
宗
が
教
外
別
傳
と
の
誑
言
に
誑
ら
か
さ
れ
て
、
一
人
も
な
く
無
間
大
城
に
堕
つ
べ

し
と
勘
へ
て
（
後
略
（
（3
（

）」 

『
下
山
御
消
息
』
に
、

「
法
然
は
捨
閉
閣
抛
と
云
云
。
禪
宗
は
法
華
經
を
失
は
ん
が
た
め
に
教
外
別
傳
・
不
立
文
字
と
の
ゝ
し
る
（
（3
（

。」 

『
頼
基
陳
状
』
に
、

「
法
然
上
人
云
く
、
法
華
經
を
念
佛
に
對
し
て
捨
閉
閣
抛
、
或
は
行
者
は
群
賊
等
云
云
。
禪
宗
云
く
、
教
外
別
傳
不
立
文
字
云
云
（
（3
（

」 

『
教
行
證
御
書
』
に
、

「
善
導
・
法
然
の
餘
行
非
機
の
目
、
禪
宗
が
教
外
別
傳
の
所
見
は
、
東
西
動
轉
の
眼
目
、
南
北
不
辧
の
妄
見
な
り
（
（3
（

」 

と
あ
る
。
上
記
の
「
禅
家
」
及
び
「
禅
宗
」
は
い
ず
れ
も
大
日
（
房
能
忍
）
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
『
日
蓮
遺
文
』
に
お
い
て
日

蓮
が
法
然
と
併
記
し
て
い
る
書
き
方
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
「
禅
宗
」
と
は
能
忍
の
こ
と
と
理
解
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
右

の
五
つ
の
『
日
蓮
遺
文
』
で
は
、
な
ぜ
日
蓮
が
法
然
の
名
前
は
明
記
し
て
、
大
日
（
房
能
忍
）
の
名
は
記
さ
な
か
っ
た
の
か
は
、
疑
問
に

残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
日
蓮
に
と
っ
て
法
然
は
常
に
強
く
批
判
す
る
対
象
者
で
あ
っ
た
が
（
（4
（

、
大
日
（
房
能
忍
）
は

法
然
に
比
べ
れ
ば
、
批
判
す
る
気
持
ち
が
少
し
薄
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
別
の
理
由
と
し
て
は
、
能
忍
の
教
外
別
伝
の
禅
が

人
々
の
間
に
広
く
流
布
し
、
禅
宗
に
属
す
る
人
々
が
「
教
外
別
伝
・
不
立
文
字
」
と
標
榜
し
て
い
た
可
能
性
も
推
察
で
き
る
。
日
蓮
は
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遺
文
の
中
で
、
禅
宗
を
批
判
す
る
と
き
栄
西
に
つ
い
て
は
記
述
し
て
い
な
い
よ
う
で
、
日
蓮
か
ら
み
た
栄
西
の
禅
は
明
ら
か
に
「
教
外
別

伝
」
の
禅
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、
（
聖
一
・
道
隆
は
批
判
対
象
で
あ
っ
て
も
）
道
元
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い

点
も
、
甚
だ
興
味
深
い
。

　
（
３
）
大
日(
房
能
忍)

の
語
る
こ
と
ば

上
記
、『
念
仏
者
追
放
宣
状
事（
山
門
申
状
）』で
は
、能
忍
の
行
動
や
態
度
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、「
大
日
」と
記
さ
ず
に「
禅

宗
」
や
「
禅
家
」
と
い
っ
た
場
合
、
能
忍
の
こ
と
を
指
す
場
合
が
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。

前
節
の
坐
禅
の
項
目
で
引
用
し
た『
萬
法
一
如
鈔
』を
今
一
度
見
て
み
る
と
、興
味
深
い
文
言
が
あ
る
。
そ
れ
は
、以
下
の
如
く
で
あ
る
。

「
禪
宗
の
者
は
此
不
變
眞
如
の
処
に
も
と
づ
か
ん
と
面
壁
工
夫
す
る
な
り
。
此
の
一
理
を
本
來
の
面
目
と
も
云
ひ
、
心
性
の
月
と
も

云
ひ
、
未
生
已
前
の
本
法
と
も
云
ふ
な
り
。」

「
面
壁
工
夫
」
が
「
本
来
の
面
目
」、「
心
性
の
月
」、「
未
生
已
前
の
本
法
」
で
あ
る
と
い
う
。「
本
来
の
面
目
」、「
未
生
已
前
」
は
、
禅

語
録
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、「
心
性
の
月
」
は
、
能
忍
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
こ
と
ば
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
尚
、『
見
性
成
仏
論
』
に
も

「
心
性
」
の
語
句
が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。

次
に
、『
法
華
大
綱
鈔
』
に
は
、

　
「
又
禪
宗
は
加
様
の
事
を
ば
知
ら
ず
。
己
、
佛
に
均
し
と
謂
ふ
と
云
て
未
斷
惑
の
凡
夫
に
し
て
佛
と
同
位
な
り
と
申
す
、
天
魔
の

所
爲
な
り
（
（4
（

。」 

と
あ
る
。
日
蓮
が
天
魔
と
呼
ぶ
と
き
は
、
ほ
ぼ
能
忍
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
の
「
禅
宗
」
が
「
天
魔
」
と
あ
る
の
で
、
や
は

り
能
忍
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
禅
宗
」
（
＝
能
忍
）
が
「
己
、
佛
に
均
し
と
云
て
未
断
惑
の
凡
夫
に
し
て
佛
と

同
位
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
前
述
の
「
聖
凡
分
け
ず
」
の
考
え
方
と
同
じ
で
あ
る
が
、
『
見
性
成
仏
論
』
に
は
同
様
の
一
文
が
、
以
下
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の
よ
う
に
大
珠
慧
海
の
こ
と
ば
を
引
用
し
て
述
べ
て
い
る
。

「
佛
と
衆
生
と
一
種
な
れ
ば
、
衆
生
即
ち
是
れ
世
尊
な
り
（
（4
（

。」 
更
に
、『
早
勝
問
答
』
に
は
、「
禅
天
魔
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。

「
禪
宗
問
答
。
問
ふ
。
禪
天
魔
故
如
何
。
答
ふ
。
一
義
に
云
く
、
佛
經
に
依
ら
ず
故
な
り
。
一
義
に
云
く
、
一
代
聖
教
を
誹
謗
す
る

故
な
り
。
問
ふ
。
禪
と
は
三
世
諸
佛
成
道
の
始
（
め
）
は
坐
禪
し
給
へ
り
、
如
何
。
答
ふ
。
一
義
に
云
く
、
汝
が
坐
禪
は
佛
の

出
世
に
背
か
ば
天
魔
治
定
な
る
か
。
又
、
坐
禪
は
大
小
の
中
に
は
何
ぞ
や
。
一
義
に
云
く
、
佛
の
端
坐
六
年
は
法
華
に
無
益
と

云
ふ
か
。
問
ふ
。
禪
法
に
は
佛
説
無
益
な
り
。
答
ふ
。
一
義
に
云
く
、
是
れ
自
義
な
る
か
經
文
な
る
か
。
一
義
に
云
く
、
や
が

て
是
が
天
魔
の
所
爲
な
り
。（
中
略
）
問
ふ
。
常
好
坐
禪
深
入
禪
定
常
貴
坐
禪
と
も
説
け
り
、
如
何
。
答
ふ
。
一
義
に
云
く
、
文

段
を
以
て
責
む
べ
し
な
り
。
一
義
に
云
く
、
此
の
文
は
法
華
無
益
と
云
ふ
文
な
る
か
。
一
義
に
云
く
、
此
の
文
を
以
て
禪
宗
を

建
立
す
る
か
。
問
ふ
。
唯
獨
自
明
了
餘
人
所
不
見
と
云
ふ
。
故
に
禪
宗
ひ
と
り
眞
性
を
見
て
餘
人
は
見
ず
と
云
ふ
な
り
（
（4
（

。」 

前
半
に
「
禪
天
魔
」、「
佛
經
に
依
ら
ず
」
と
あ
る
の
で
、
能
忍
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
半
に
は
、「
常
好
坐
禪
深
入
禪
定

常
貴
坐
禪
」
と
言
い
、
坐
禅
を
専
ら
行
っ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
加
え
て
、「
唯
獨
自
明
了
餘
人
所
不
見
」、「
禪
宗
ひ
と
り
眞
性
を
見
て

余
人
は
見
ず
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
禅
宗
の
み
が
「
眞
性
を
見
る
」
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
禅
宗
が
顕
密
を
超
え
て

い
る
と
語
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
悲
想
伝
授
抄
』
に
お
け
る
「
達
广
宗
は
理
教
な
り
。
大
日
御
房
云
く
、
達
广
宗

は
顕
密
二
宗
を
超
ゆ
。
是
れ
心
宗
な
り
云
（々
（4
（

。」
や
『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
の
「
全
く
し
か
ら
ず
禪
は
は
る
か
に
天
台
眞
言
に
超
え
た

る
極
理
な
り
（
（4
（

。」
と
言
う
能
忍
の
言
動
と
一
致
す
る
。

最
後
に
、『
禪
宗
天
台
勝
劣
鈔
』
の
問
答
を
見
て
み
よ
う
。

　
「
問
ふ
。
禪
宗
・
天
台
宗
何
れ
勝
れ
た
り
と
云
ふ
べ
き
や
。
答
ふ
。
天
台
宗
勝
れ
た
り
。
こ
れ
に
付
て
、
禪
宗
を
ば
又
は
佛
心

宗
と
云
ふ
。
我
が
心
佛
な
る
が
故
な
り
。
或
い
は
教
外
別
傳
と
も
云
ふ
。（
中
略
）
教
外
に
別
傳
あ
り
と
云
は
ん
は
、
天
魔
・
外
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道
・
上
慢
破
法
堕
惡
の
者
な
る
べ
し
と
云
ふ
證
據
な
り
。
故
に
、
教
外
別
傳
と
は
全
く
佛
法
に
非
ら
ず
と
云
ふ
べ
き
な
り
。
設

ひ
録
等
に
此
旨
あ
り
と
も
、録
は
人
師
の
釋
な
り
。
佛
説
に
非
ら
ず
、信
ず
べ
か
ら
ず
。
我
則
ち
佛
、我
既
に
解
り
た
り
と
云
ひ
、

又
是
心
是
佛
と
云
ふ
て
心
の
外
に
法
な
し
と
云
へ
ど
も
、
經
論
に
依
ら
ず
ば
さ
と
り
に
も
あ
ら
ず
。
心
法
に
も
あ
ら
ず
。
佛
法

に
も
あ
ら
ず
（
（4
（

。」

こ
の
遺
文
に
も
、「
天
魔
」、「
教
外
別
伝
」
と
あ
り
、
や
は
り
能
忍
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
禅
宗
を
「
佛
心
宗
」
と

言
う
点
も
『
見
性
成
仏
論
』
と
同
様
で
あ
る
（
（4
（

。
後
半
に
は
「
我
則
ち
佛
」、「
是
心
是
佛
」、「
心
の
外
に
法
な
し
」
な
ど
語
っ
て
い
た
こ
と

も
明
ら
か
で
あ
る
。「
我
則
ち
佛
」
と
同
様
の
語
句
は
『
見
性
成
仏
論
』
に
、

「
菩
提
即
我
な
り
、
我
即
菩
提
な
り
（
（4
（

」 

、「
衆
生
是
心
即
佛
の
談
を
ば
遠
く
聖
者
に
譲
り
（
（4
（

」 

な
ど
に
散
見
で
き
る
。
ま
た
、
「
是
心
是
佛
」
、
「
心
の
外
に
法
な
し
」
は
、
同
じ
く
『
見
性
成
仏
論
』
に
、
大
珠
慧
海
の
こ
と
ば
を
引

用
し
て
、

「
心
是
佛
な
り
。
佛
を
将
て
佛
を
用
い
る
こ
と
な
か
れ
。
心
是
法
な
り
。
法
を
将
て
法
を
求
る
こ
と
用
い
る
こ
と
あ
ら
ざ
れ
（
と
）

云
へ
り
（
（5
（

。」 

と
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。『
日
蓮
遺
文
』
の
な
か
で
能
忍
と
推
定
で
き
る
人
物
が
言
う
こ
と
ば
は
、「
心
性
の
月
」、「
禪
宗
ひ
と
り
眞

性
を
見
て
余
人
は
見
ず
」、「
我
則
ち
佛
」、「
是
心
是
佛
」、「
心
の
外
に
法
な
し
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
能
忍
の
法
語
と
思
わ
れ
る

『
見
性
成
仏
論
』
の
な
か
で
、
問
者
が
語
る
こ
と
ば
と
同
様
か
、
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
能
忍
を
語
る
上
で

『
見
性
成
仏
論
』
は
頗
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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（
４
）
大
日
房
能
忍
以
外
の
禅
宗
批
判

『
日
蓮
遺
文
』
に
お
い
て
、
禅
宗
の
批
判
の
対
象
が
大
日
（
房
能
忍
）
を
指
す
場
合
、
聖
一
、
道
隆
を
指
す
場
合
、
ま
た
は
人
物
を
特

定
せ
ず
禅
宗
に
関
わ
る
人
を
指
す
場
合
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
聖
一
及
び
道
隆
を
指
す
場
合
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

聖
一
、道
隆
の
名
前
を
挙
げ
る
『
日
蓮
遺
文
』
は
多
い
が
、概
ね
「
東
福
寺
の
聖
一
」、「
建
仁
寺
の
道
隆
」
と
記
述
す
る
場
合
が
多
く
、

彼
ら
が
「
教
外
別
伝
」
で
あ
る
こ
と
を
記
す
以
外
、
聖
一
・
道
隆
の
詳
し
い
禅
思
想
に
つ
い
て
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、『
破

良
觀
等
御
書
』
で
は
、

「
良
觀
・
道
隆
・
悲
願
聖
人
等
が
極
樂
寺
・
建
長
寺
・
壽
福
寺
・
普
門
寺
等
を
立
て
て
、
叡
山
の
圓
頓
大
戒
を
蔑
如
す
る
が
如
し
（
（5
（

。」 

と
あ
る
。
ま
た
、
『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
に
は
、

「
建
長
寺
の
道
隆
聖
人
は
輿
に
乗
り
て
奉
公
人
に
ひ
ざ
ま
づ
く
。
諸
の
五
百
戒
の
尼
御
前
等
は
は
く
（
帛
）
を
つ
か
ひ
て
、
で
ん
そ

う
（
傳
奏
）
を
な
す
。（
中
略
）
教
外
別
傳
の
あ
ま
き
ふ
る
酒
に
え
は
せ
給
ひ
て
、さ
か
ぐ
る
ひ
（
酒
狂
）
に
て
お
は
す
る
な
り
（
（5
（

。」 

と
あ
る
。

聖
一
に
関
し
て
は
、『
眞
言
諸
宗
違
目
』
に
、

「
今
道
隆
が
一
黨
・
良
観
が
一
黨
・
聖
一
が
一
黨
・
日
本
國
の
一
切
四
衆
等
は
是
の
經
文
に
當
た
る
な
り
（
（5
（

。」 

と
、
聖
一
は
道
隆
と
並
べ
て
記
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
『
小
乗
大
乗
分
別
鈔
』
に
も
、

「
當
世
の
禪
師
・
律
師
・
念
佛
者
な
ん
と
申
す
聖
一
・
道
隆
・
良
觀
・
道
阿
彌
・
念
阿
彌
な
ん
ど
申
す
法
師
ど
も
は
鳩
鴿
が
糞
土
を

食
す
る
が
如
し
（
（5
（

。」 

と
、
道
隆
と
並
べ
て
記
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
「
教
外
別
伝
」
の
禅
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
後
で
述
べ
、
日
蓮
に
と
っ
て
は
、
両
者
の
禅
は

能
忍
と
同
じ
「
教
外
別
伝
」
の
系
統
の
禅
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

ま
た
、
拙
論
で
も
論
じ
た
が
（
（5
（

、
日
蓮
が
「
教
外
別
伝
不
立
文
字
」
を
批
判
す
る
場
合
、『
大
梵
天
王
問
佛
決
疑
経
』
を
引
用
す
る
と
き
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が
あ
る
。『
大
梵
天
王
問
佛
決
疑
経
』
は
日
蓮
宗
日
向
撰
『
金
綱
集
』「
禅
見
聞
」
に
『
大
明
録
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て

お
り
、
日
蓮
が
『
大
梵
天
王
問
佛
決
疑
経
』
を
提
示
し
た
場
合
は
、
聖
一
へ
の
批
判
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

結
語

以
上
、『
日
蓮
遺
文
』
に
「
大
日
（
房
能
忍
）
云
く
」
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
能
忍
と
そ
の
禅
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
部
分

を
読
み
取
っ
た
。

ま
ず
、『
念
仏
者
追
放
宣
状
事
（
山
門
申
状
）』
に
は
、「
近
來
二
つ
の
妖
怪
有
り
」
と
あ
り
、
妖
怪
の
一
人
が
他
の
『
日
蓮
遺
文
』
の

記
述
か
ら
能
忍
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。
そ
の
結
果
、
能
忍
の
行
実
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
一
に
、
能
忍
が
学
問
仏
教
を
否
定
し
、「
聖
と
凡
」
を
分
け
ず
に
一
般
の
人
々
に
対
し
て
熱
心
に
禅
を
教
え
て
い
た
様
子
が
見
え
て

き
た
。
第
二
に
、
既
に
『
聖
光
上
人
伝
』
や
『
元
亨
釈
書
』
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
が
、
能
忍
が
他
僧
と
の
議
論
を
避
け
る
よ
う

な
態
度
を
と
っ
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
第
三
に
、
能
忍
が
専
ら
坐
禅
を
し
て
、
禅
定
の
中
に
さ
と
り
が
あ
る
こ
と
を
公
言
し
て
い

た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
ま
で
、『
興
禅
護
国
論
』
の
「
達
磨
宗
」
の
記
述
が
能
忍
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
た
め
、
能

忍
は
坐
禅
も
せ
ず
、寝
っ
こ
ろ
が
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
て
き
た
が
、実
際
は
坐
禅
の
プ
ロ
で
あ
っ
た
可
能
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
栄
西
や
道
元
の
能
忍
に
対
す
る
見
方
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
強
い
批
判
的
な
眼
差
し
で
あ
っ
た
の
か

ど
う
か
疑
問
が
生
じ
る
。
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

次
に
、『
日
蓮
遺
文
』
に
は
、
日
蓮
が
「
大
日
」（
房
能
忍
）
と
明
記
せ
ず
に
「
禅
宗
」「
禅
家
」
と
書
き
、
そ
の
人
物
の
話
し
て
い
た

こ
と
ば
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
解
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
例
え
ば
「
心
性
の
月
」、「
己
、
佛
に
均
し
、
凡
夫
に
し
て
佛
と
同
位
な
り
」、「
禪

宗
ひ
と
り
眞
性
を
見
て
余
人
は
見
ず
」、「
我
則
ち
佛
」、「
是
心
是
佛
」、「
心
の
外
に
法
な
し
」
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
能
忍
の
法
語
と

思
わ
れ
る
『
見
性
成
仏
論
』
の
中
で
、
問
者
が
語
る
こ
と
ば
と
同
句
で
あ
る
か
、
ま
た
は
内
容
が
極
め
て
近
い
こ
と
が
解
り
、
や
は
り
、
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『
見
性
成
仏
論
』
は
能
忍
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
根
拠
と
成
り
得
よ
う
。

大
日
房
能
忍
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
乏
し
く
不
詳
な
面
が
多
か
っ
た
が
、『
日
蓮
遺
文
』
に
は
能
忍
の
行
実
な
ど
が
所
々
記
述
さ
れ
て

お
り
、
能
忍
の
人
物
像
が
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
平
安
か
鎌
倉
時
代
の
初
期
禅
宗
に
つ
い
て
解
明
す
る
上
で
も
、
ま
た
、
能

忍
が
祖
師
と
思
わ
れ
て
き
た
「
達
磨
宗
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
実
態
を
知
る
上
で
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。
但
し
、
あ
く
ま
で

も
日
蓮
の
認
識
の
中
で
の
能
忍
像
で
あ
る
の
で
、
果
た
し
て
実
態
が
そ
の
通
り
で
あ
る
と
考
え
る
の
に
は
、
注
意
を
要
す
る
こ
と
を
添
え

て
お
き
た
い
。

最
後
に
、本
論
文
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
の
大
日
（
房
能
忍
）
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
『
日
蓮
遺
文
』
に
つ
い
て
以
下
に
記
す
（
（5
（

。

①
「
大
日
」
と
明
記
す
る
遺
文

『
教
機
時
國
鈔
』、『
安
國
論
御
勘
由
来
』、『
開
目
鈔
』、『
法
門
可
被
申
様
之
事
』、『
佐
渡
御
書
』

②
「
禅
宗
」、「
禅
家
」
と
記
す
る
が
大
日
（
房
能
忍
）
を
示
唆
す
る
遺
文

『
念
仏
者
追
放
宣
状
事
（
山
門
申
状
）』、『
新
池
御
書
』、『
萬
法
一
如
鈔
』、『
法
華
初
心
成
佛
鈔
』、『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』、『
諫

暁
八
幡
抄
』、『
眞
言
諸
宗
違
目
』、『
呵
責
謗
法
滅
罪
鈔
』、『
下
山
御
消
息
』、『
頼
基
陳
状
』、『
教
行
證
御
書
』、『
早
勝
問
答
』、『
禪

宗
天
台
勝
劣
鈔
』

　
　
【
註
】

（
１
） 

古
瀬
珠
水
［
二
〇
一
三
］「
再
考
―
大
日
房
能
忍
と
「
達
磨
宗
」
―
」（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
八
）、
同 

［
二
〇
一
三
］「
日
蓮
関
係
文

書
に
表
れ
る
大
日
房
能
忍
と
そ
の
禅
に
つ
い
て
」（『
多
田
孝
文
名
誉
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
「
東
洋
の
慈
悲
と
智
慧
」』）

（
２
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

一
』、
二
四
五
頁
。

（
３
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

一
』、
四
二
三
頁
。
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（
４
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

一
』、
四
五
三
―
四
五
四
頁
。

（
５
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

一
』、
六
〇
七
頁
。

（
６
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

一
』、
六
一
五
頁
。

（
７
）
平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日
、駒
澤
大
学
に
て
行
わ
れ
た
「
第
一
回
禅
宗
研
究
会
」
に
お
い
て
、高
橋
秀
栄
氏
が
講
演
（「
達
磨
宗
研
究
の
回
顧
と
展
望
」）

を
さ
れ
、
同
時
に
配
布
さ
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
『
念
仏
者
追
放
宣
状
事
（
山
門
申
状
）』
を
知
り
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
高
橋
氏
の
資
料
収
集
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
８
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

三
』、
二
二
七
一
頁
。

（
9
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

三
』、
二
一
二
六
頁
。

（
10
）「
か
ち
ん
」
は
「
濃
紺
色
」。

（
11
）
尼
無
求
は
、
大
乗
寺
本
『
六
祖
壇
経
』
の
奥
書
に
も
「
施
主
尼
無
求
」
の
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
禅
宗
に
造
詣
が
深
く
、
財
力
の
あ
る
尼
僧
で
あ
っ

た
こ
と
が
解
る
。

（
12
）「
四
二
右
」
に
「
文
治
五
年
、遣
宋
使
帰
朝
時
、宋
国
佛
照
禅
師
、送
遣
新
渡
心
要
、有
先
段
無
後
段
、而
奥
有
此
伝
心
偈
等
。
已
上
十
八
行
二
百
七
十
七
字
、

此
是
秘
本
歟
。大
日
本
国
特
賜
金
剛
阿
闍
梨
能
忍
、為
弘
迴
之
、広
灯
心
要
後
段
了
彫
継
之
也
。後
賢
悉
之
。彫
料
浄
施
財
者
尼
無
求
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

（『
プ
レ
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
真
福
寺
大
須
文
庫
聖
教
展
観
―
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
世
界
―
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
栄
西
と
初
期
禅
宗
に
関
す
る
新
出

初
期
禅
宗
聖
教
断
簡
の
復
元
」
資
料
集
・
真
福
寺
大
須
文
庫
に
お
け
る
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト
展
観
図
録
』、
二
〇
〇
八
年
七
月
、
四
三
頁
下
）

（
13
） 

同
上
、
四
七
頁
上
。
ま
た
、「
真
福
寺
新
出
仮
名
法
語
」
に
関
し
て
は
、
拙
論
［
二
〇
一
〇
］「
真
福
寺
新
出
「
仮
名
法
語
」
に
関
す
る
試
論
」（『
仙
石

山
仏
教
学
論
集
』
五
）
を
参
照
。

（
14
）「
此
兩
義
國
土
に
充
滿
せ
り
。
天
台
眞
言
の
學
者
等
、
念
佛
・
禪
の
檀
那
を
へ
つ
ら
い
、
を
そ
る
る
事
、
犬
の
主
に
を
を
ふ
り
、
ね
づ
み
の
貓
を
を
づ
る

が
ご
と
し
。」（『
開
目
鈔
』）、「
名
は
天
台
・
眞
言
に
か
り
て
其
心
も
辧
ぬ
高
僧
の
天
魔
に
ぬ
か
れ
て
」、「
天
台
眞
言
等
の
學
者
、
王
臣
等
の
檀
那
皆

奪
ひ
と
ら
れ
て
」（『
法
門
可
被
申
様
之
事
』）。

（
15
）
前
掲
、拙
論
［
二
〇
一
三
］「
再
考
―
大
日
房
能
忍
と
「
達
磨
宗
」
―
」
及
び 

同
［
二
〇
一
三
］「
日
蓮
関
係
文
書
に
表
れ
る
大
日
房
能
忍
と
そ
の
禅
に
つ
い
て
」

を
参
照
。

（
16
）『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
仏
典
第
一
巻
禅
籍
篇
』、
一
九
三
頁
下
。

（
17
）「
次
に
佛
心
宗
は
た
だ
ち
に
心
性
を
さ
と
り
、
知
覚
を
あ
ら
は
す
（
を
）
詮
と
す
。
故
に
執
指
□
實
の
そ
し
り
を
ま
の
が
れ
て
、
學
語
翫
砂
の
せ
め
を
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離
れ
た
り
。
そ
へ
に
、
修
因
得
果
は
迷
人
の
教
え
な
り
。
了
心
无
相
は
覺
者
の
宗
な
れ
ば
な
り
。」（『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
仏
典
第
一
巻
禅
籍
篇
』、

一
八
三
頁
上
―
下
）、「
愚
人
は
文
字
を
習
う
。
智
者
は
心
性
を
さ
と
る
と
い
う
こ
と
真
な
る
か
な
や
。」（
同
上
、
一
八
四
頁
上
）

（
18
）
例
え
ば
「
略
し
て
、
一
家
円
宗
の
四
教
の
心
を
述
ぶ
べ
し
。
三
蔵
教
に
は
三
祇
に
六
度
行
を
修
し
、
百
劫
に
四
八
の
業
を
植
え
、
自
行
化
他
の
功
徳
円

満
す
る
と
き
、
菩
提
樹
下
に
し
て
三
十
四
心
に
断
結
成
道
す
る
を
、
佛
に
な
る
と
は
言
う
な
り
。
乃
至
、
円
教
に
は
六
即
の
次
位
を
立
て
て
、
六
輪

断
惑
を
判
（
ず
）。
そ
れ
薄
地
衆
生
理
。
即
ち
、
凡
夫
、
知
識
（
に
）
従
い
、
經
巻
従
い
て
法
な
り
と
聞
き
、
文
習
う
に
一
切
法
皆
是
佛
法
（
と
）
さ

と
る
な
り
。（
中
略
）
そ
も
そ
も
、
隔
て
も
無
く
、
異
な
ら
ざ
り
け
る
佛
性
眞
如
、
如
何
が
さ
と
り
知
る
べ
き
と
言
う
に
、
觀
行
相
似
、（
の
）
位
を

経
て
、
内
に
は
十
法
成
乗
観
智
を
凝
ら
し
て
、
ほ
か
に
は
万
行
諸
波
羅
蜜
の
修
行
を
な
［　

］（
し
）　

經
典
讀
誦
し
、
佛
法
を
解
説
す
。」（『
金
沢
文

庫
資
料
全
書
仏
典
第
一
巻
禅
籍
篇
』、
一
八
一
頁
上
―
一
八
二
頁
上
）。
拙
論
「『
見
性
成
仏
論
』
に
お
け
る
修
行
論
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
『
曹

洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』（
第
一
五
回
）
に
発
表
予
定
で
あ
る
。

（
19
）『
続
群
書
類
従
』
第
九
号
上
、
三
〇
頁
上
。

（
20
）『
大
日
本
佛
教
全
書
』
一
〇
一
巻
、
一
五
七
頁
上
。

（
21
）「
向
下
」
は
「
向
上
」
の
反
対
語
と
し
て
禅
宗
で
は
よ
く
使
わ
れ
る
。
他
人
に
こ
と
ば
の
意
味
を
説
明
し
た
り
、
概
念
的
な
こ
と
を
持
ち
出
し
た
り
す
る

こ
と
を
言
う
。
例
え
ば
「
師
有
時
云
。
橫
說
竪
說
菩
提
涅
槃
真
如
佛
性
。
總
是
向
下
商
量
」『
雲
門
匡
真
禅
師
広
録
』
中
（『
大
正
蔵
』
四
七
、五
五
七
中
）。

（
22
）
古
田
紹
欽
氏
は
、
初
期
禅
宗
に
お
い
て
菩
提
達
磨
の
禅
と
他
派
（
僧
達
）
の
禅
の
違
い
を
「
教
外
別
伝
」
と
「
教
伝
」
と
し
、『
続
高
僧
伝
』
巻
一
六
の

習
禅
初
の
記
述
か
ら
「
講
授
を
主
と
す
る
禪
を
教
傳
の
禪
と
す
れ
ば
、講
授
を
主
と
し
な
い
禪
を
教
外
の
禪
と
み
る
こ
と
が
出
來
よ
う
。」（［
一
九
六
五
］

「「
教
外
別
傳
」
と
い
う
こ
と
の
歴
史
的
背
景
―
初
期
シ
ナ
禪
宗
史
の
一
問
題
と
し
て
―
」、『
東
方
宗
教
』
二
五
、二
七
頁
上
）
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

達
磨
禅
以
外
の
禅
者
が
「
講
授
」
つ
ま
り
、
仏
経
の
教
え
を
口
に
出
し
て
言
う
の
に
対
し
、
達
磨
禅
（
教
外
別
伝
）
は
口
に
出
す
こ
と
を
し
な
か
っ

た
伝
統
が
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
か
つ
て
八
宗
の
講
者
で
あ
っ
た
能
忍
は
、
人
前
で
講
義
を
し
、
論
議
を
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
達
磨
禅
（
教
外
別
伝
）
を
習
得
し
て
か
ら
は
、
人
と
は
議
論
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
23
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

一
』、
四
五
四
頁
。

（
24
）
古
瀬
珠
水
［
二
〇
一
一
］「『
見
性
成
仏
論
』
と
『
顕
密
問
答
鈔
』
の
「
禅
門
の
人
」
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
仙
石
山
仏
教
学
論
集
』
六
）

（
25
）『
続
真
言
宗
全
書
』
二
三
、三
四
頁
上
。

（
26
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

二
』、
一
四
一
五
頁
。

（
27
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

三
』、
二
一
八
八
頁
。
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（
28
）
舘
隆
志
氏
に
よ
れ
ば
、
栄
西
も
円
爾
も
「
面
壁
」
坐
禅
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
能
忍
も
「
面
壁
」
坐
禅
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。（
舘
隆
志

［
二
〇
一
一
］「
鎌
倉
期
の
禅
宗
の
坐
禅
に
つ
い
て
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
四
二
）

（
29
） 
古
瀬
珠
水
［
二
〇
一
四
予
定
］「『
見
性
成
仏
論
』
に
お
け
る
修
行
論
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』（
第
一
五
回
））

（
30
）「
或
る
人
妄
り
に
禅
宗
と
称
し
、
名
づ
け
て
達
磨
宗
と
曰
う
。
し
か
も
自
ら
云
く
、
行
無
く
修
無
く
、
本
よ
り
煩
悩
無
く
、
元
よ
り
是
れ
菩
提
。
是
れ
故

に
、
事
戒
を
用
い
ず
、
事
行
を
用
い
ず
、
只
だ
応
に
偃
臥
を
用
う
べ
し
。
何
ぞ
労
し
て
念
佛
を
修
し
、
舎
利
を
供
し
、
長
斎
節
食
せ
ん
耶
と
云
々
。」（『
大

正
蔵
』
八
〇
、七
下
―
八
上
）

（
31
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

二
』、
一
四
一
五
頁
。

（
32
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

二
』、
一
五
五
八
―
一
五
五
九
頁
。

（
33
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

二
』、
一
八
四
五
―
一
八
四
六
頁
。

（
34
）『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
仏
典
第
一
巻
禅
籍
篇
』、
一
七
九
頁
下
―
一
八
〇
頁
上
。（「
筆
を
執
り
て
書
か(

む)

と
す
れ
ば
、
大
海
に
墨
縄
を
打
た
む
に
似
た

り
。
言
を
も
て
語
ら
む
と
思
へ
ば
、
虚
空
を
嚙
む
に
異
な
ら
ず
。
然
り
と
雖
も
、
指
を
も
て
月
を
さ
し
、
蹄
を
も
ち
て
莵
を
捕
る
こ
と
な
き
に
あ
ら
ず
。

但
し
、
指
を
ま
ほ
り
て
、
月
忘
れ
、
蹄
握
て
莵
捕
ら
ず
ば
、
何
ぞ
空
に
向
い
て
星
を
数
え
、
海
に
の
ぞ
（
み
）
て
砂
子
を
弄
ば
ん
に
異
□
（
な
）
ら
ず
。

然
れ
ば
、
説
か
む
を
聞
き
て
は
、
こ
と
ば
を
執
せ
ず
し
て
、
直
ち
に
心
を
さ
と
り
、
あ
ら
わ
す
べ
し
。」）。
ま
た
、『
金
綱
集
』「
禅
見
聞
」
の
「
見
性

成
佛
義
」
に
は
「
但
、
指
を
瞻
て
」
と
あ
る
。（『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
一
四
巻
、
三
〇
八
頁
）

（
35
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

一
』、
六
三
八
頁
。

（
36
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

一
』、
七
八
七
頁
。

（
37
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

二
』、
一
三
二
九
頁
。

（
38
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

二
』、
一
三
四
八
頁
。

（
39
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

二
』、
一
四
八
三
―
一
四
八
四
頁
。

（
40
）
古
田
紹
欽
［
一
九
五
八
］「
日
蓮
教
學
の
思
想
成
立
形
態
―
對
法
然
教
學
の
問
題
に
ふ
れ
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
七
―
上
）

（
41
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

三
』、
二
〇
五
〇
頁
。

（
42
）『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
仏
典
第
一
巻
禅
籍
篇
』、
一
八
四
頁
下
。

（
43
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

三
』、
二
〇
六
二
―
二
〇
六
三
頁
。

（
44
）
高
橋
秀
栄
［
一
九
七
七
］「
大
日
房
能
忍
と
達
磨
宗
に
関
す
る
史
料
（
二
）」、
二
六
頁
下
。
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（
45
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

一
』、
四
五
四
頁
。

（
46
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

三
』、
二
〇
四
七
―
二
〇
四
八
頁
。

（
47
）「
次
に
佛
心
宗
は
た
だ
ち
に
心
性
を
さ
と
り
知
覚
を
あ
ら
は
す
（
を
）
詮
と
す
。」（『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
仏
典
第
一
巻
禅
籍
篇
』、
一
八
三
頁
上
）。

（
48
）『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
仏
典
第
一
巻
禅
籍
篇
』、
一
七
七
頁
上
。

（
49
）『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
仏
典
第
一
巻
禅
籍
篇
』、
一
七
九
頁
上
。

（
50
）『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
仏
典
第
一
巻
禅
籍
篇
』、
一
八
四
頁
下
。

（
51
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

二
』、
一
二
七
八
頁
。
但
し
、
数
行
置
い
て
「
禪
宗
の
法
師
等
は
教
外
別
傳
と
の
ゝ
し
り
て
、
一
切
經
を
ば
ほ
ん
ぐ
（
反
古
）

に
は
を
と
り
、
我
等
は
佛
に
超
過
せ
り
と
云
云
。」
と
あ
る
。「
禪
宗
の
法
師
等
」
と
あ
り
、
こ
の
一
文
は
道
隆
個
人
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
と
は

考
え
に
く
い
。

（
52
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

二
』、
一
五
六
八
頁
。

（
53
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

一
』、
六
三
九
頁
。

（
54
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文　

一
』、
七
七
九
頁
。

（
55
）
前
掲
、
拙
論
「
日
蓮
関
係
文
書
に
表
れ
る
大
日
房
能
忍
と
そ
の
禅
に
つ
い
て
」、
五
六
七
―
五
六
九
頁
。

（
56
）
今
後
、『
日
蓮
遺
文
』
に
お
け
る
真
筆
と
偽
筆
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
拙
論
も
修
正
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

拙
論
「
再
考
―
大
日
房
能
忍
と
「
達
磨
宗
」
―
」（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
八
号
、二
〇
一
三
年
）、一
八
〇
頁
一
行
目
「
覚
晏
が
能
忍
か
ら
」

は
「
懐
奘
が
覚
晏
か
ら
」
に
訂
正
し
ま
す
。
こ
こ
に
お
詫
び
申
し
上
げ
、
お
書
き
変
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


